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はじめに
　1995 年に札幌市街約 32 km 北西，石狩市厚田区（旧

厚田村）の古潭市街付近に分布する新第三紀中新世の盤

ノ沢層中部付近からハクジラの化石が福岡憲男氏（札幌

市在住）により発見された（第 1 図）．1995 年に発掘

作業が行われ，札幌市博物館活動センター学芸員の古沢 

仁氏が中心となり研究がなされ（Barnes and Furusawa, 

2001; 古沢・Barnes，2002），その成果はパネルにも

表されている（第 2 図）．しかし，古沢氏は志半ばにし

て 2023 年 9 月に逝去され，著者の一人である一島が研

究を受け継ぐことになり（一島・古沢，2025），同化石

の詳細は後日公表の予定である．古沢氏が残した資料か

らは表紙に解説版と記されたハクジラ化石に関する報告
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General Geology, Vol. 9, No. 1, 1−11, December 2025

＜論説＞

1995 年に石狩市厚田区の古潭市街付近で新第三紀中

新世の盤ノ沢層中部付近からハクジラ化石が産出し

た．同化石の産出年代を再整理するために，厚田層～

盤ノ沢層～望来層についてフィッショントラック年代

測定，放散虫化石，珪藻化石および石灰質ナノ化石の

分析を行った報告書を用いて検討した．それぞれから

出された年代値は若干の違いが認められ，特に珪藻分

析の結果を重視しハクジラ化石の産出年代は 8 Ma 前

後と推定した．珪藻化石帯に基づけば，盤ノ沢層は一

番川層より若く，両層は対比できない．

要旨

第 1図　ハクジラ化石の発掘状況（古沢氏撮影）
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産出地の周辺地質と地質試料採取位置
　厚田図幅（対馬ほか，1956）によれば，ハクジラ化

石が産出した厚田区古潭付近は下位より厚田層，盤ノ沢

層および望来層に区分される新第三系（堆積岩類）が整

合関係で緩く南に傾斜して分布する（第 3 図）．海岸に

は海食崖がよく発達し，ほぼ連続して追跡することがで

きるものの，盤ノ沢層と望来層の境界間は約 200m にわ

たって露頭が欠如しており，両者の直接の関係は観察で

きない．

　厚田層は主として灰色の凝灰質シルト岩～極細粒砂岩

からなり，細粒砂岩層や凝灰岩層を挟在する．また，砂

岩層と凝灰岩層の量比や層理面の発達程度により，上部

と下部に区分される．上部はほとんどが凝灰質シルト岩

～極細粒砂岩からなり，凝灰岩薄層や暗灰色泥岩薄層を

挟在する．暗灰色泥岩や凝灰岩を挟まない部分では，層

理面が認識されにくく，塊状を呈する．凝灰岩は厚さ数

cm で，淡黄色の中粒凝灰岩である．下部層は主として

灰色の凝灰質シルト岩～極細粒砂岩からなり，細粒砂岩

層や凝灰岩層を挟在する．厚さ 2 ～ 3m の細粒砂岩とシ

ルト岩が互層するものの，圧倒的に砂岩の比が小さい．

　盤ノ沢層は厚田層や望来層と比較すると全体的に粗粒

で，凝灰質細粒砂岩を主とする．暗緑灰色の中～粗粒砂

岩や細～中粒砂岩を伴い，岩相変化に富む．しばしば，

書が確認された（札幌市・アースサイエンス株式会社，

2001a）．一方，アースサイエンス株式会社では報告書

は 1 冊のみの作成とのことで，表紙に会社印がある報告

書（札幌市・アースサイエンス株式会社，2001b）を提

供していただいた．両報告書に書かれた分析や測定の結

果はほぼ同じであるものの，前者には新たに花粉分析の

結果が加えられている．このため，会社印があるのが原

本で，これを基に解説版が作成されたと推定され，以下，

これらを原本と解説版と称する． 

　分析項目は，原本ではフィッショントラック年代測定

（以下，FT 年代測定），珪藻化石，放散虫化石，石灰質ナ

ノ化石，有孔虫化石で，解説版では前記の 5 項目に新た

に花粉化石が加わっている（第 1 表）．報告書は広く知

られておらず，ハクジラ化石産出層準の地質年代につい

は，原本では 8 ～ 8.6 Ma の間，解説版では 7.6 ～ 8.6 

Ma の間とされ，異なった結論が出されている．このため，

上記の分析・測定結果を整理しハクジラ化石の産出年代

を明らかにする必要があるとの考えから，本論をまとめ

るに至った．

　地層の記載や試料採取位置，FT 年代測定，珪藻化石，

放散虫化石，石灰質ナノ化石の分析方法や結果，それら

に基づく考察（各微化石の分析結果による考察）は報告

書からの要約や引用で，考察の「ハクジラ化石の生息年

代と地層対比」は著者らの考えによるものである．また，

有孔虫分析の結果は地質年代決定の有効性に乏しく，花

粉分析は古気候推定のためであることから，これらは検

討から除外した．なお，引用は必要な部分のみであり，

詳細は札幌市博物館活動センターに保管されている報告

書を参照いただきたい．同センターに問合わせの上，閲

覧可能である．

第 2 図　厚田産ハクジラ化石の復元パネル

札幌市博物館活動センター所蔵．採取日は 1997 年 5

月 31 日と書かれているが，正しくは 1995 年 11 月

15 日である．

第 1表　分析用地質試料一覧
札幌市・アースサイエンス株式会社（2001a）より．「晩
の沢層」は「盤ノ沢層」．
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級化構造が認められ，上方細粒化を呈する．また，石灰

質ノジュールを伴たり，石灰質な硬質砂岩層が挟在し，

硬質部と軟質部の層状構造が認められる（第 4 図）．なお，

高野ほか（1995，1996）などでは盤の沢層と記述して

いるが，盤ノ沢層（対馬ほか，1956）が正式名である．

　望来層は凝灰質極細粒砂岩～シルト岩を主とし，砂岩

層や凝灰岩層を挟在する．厚田層の下部と類似した岩相

を示し，20 ～ 40cm 間隔の硬軟互層を特徴とする．硬

質部は軟質部よりやや細粒で，基質に富む傾向にある．

凝灰岩層は層厚数 cm で，赤紫色を呈する部分が認めら

れる．鈴木ほか（2007）によれば，望来層のほぼ全層準

から産出した放散虫化石は Lipmanella redondoensis 帯

（9.1 ～約 7.3 Ma：Motoyama，1996）のもので，同層

は後期中新世に形成されたとしている．また，小竹ほか

（2008）は，望来層最下部を 9.1 Ma（Ma は 100 万年前

の単位）と仮定し，硬軟互層の平均堆積周期を約 2940

年としている．

　第 5 図に A ～ B ルート，D ～ E ルートおよび E ルート

の地質柱状図と試料採取層準を示す．各ルートの位置は

地質図に示す．柱状図の左横の番号は柱状作成時の各セ

クションで，厚田層と盤ノ沢層の各セクションの位置を

第 6 図に示す．なお，第 6 図では望来層の「M8-5」〜

「M1-1」と厚田層の「13-8」は書かれていない．

測定・分析方法と結果
　本論では，分析項目の内からハクジラ化石の産出年代

に重要な FT 年代測定，珪藻化石，放散虫化石および石

灰質ナノ化石について記述する．

　FT 年代　原本では M8-1（望来層）と 7-5（厚田層）

について年代測定が行われている．測定方法は記述され

ておらず，測定結果は M8-1 が 7.9 ± 0.5 Ma，7-5 が 8.7

± 1.5 Ma である（第 2 表）．

　解説版では厚田層の 13-2（柱状図になし；著者ら）と

6-9，望来層の M8-1 について，ジルコンの結晶内部面

を用いた外部ディテクター法で測定を行った．処理と測

定方法は以下の通りである．試料を水中で揉み解しなが

ら，流水下でふるいを用いて 63 〜 250 μ m の粒子を

回収した．パンニングによって軽鉱物を廃棄し，重鉱物

粒子を濃集した．常温乾燥後，ブロモホルム（比重 2.78）

により比重分離を行なった．アイソダイナミックセパレ

−タで磁性鉱物を除去し，再度重液分離を行ない非磁

性・重鉱物のみを回収した．この後シリカ鉱物除去のた

め 46％ＨＦ（80℃）で 24 時間処理し，ジルコンのみ

を回収した．トラックの計数は生物顕微鏡 Nikon の総合

倍率 1000 倍で約 300 粒子のジルコンから，エッチング

後の表面の状態の良好な粒子，すなわちトラックの出現

が明瞭な粒子について計数を行なった．得られた年代は

M8-1 が 6.5 ± 0.2 Ma（M8-1），6-9 が 7.3 ± 0.6 Ma（6-9），

13-2 が 7.6 ± 0.3 Ma（13-2）である（第 3 表）．

　珪藻化石　炭酸塩団塊を試料として分析を行った．盤

ノ沢層から 5 個の試料（3 個の炭酸塩団塊，凝灰質泥岩，

クジラ化石付着の凝灰質細粒砂岩），厚田層から 4 個（炭

酸塩団塊），望来層から 5 個（炭酸塩団塊），合計 14 個

の試料（第 1 表）を次の方法によって処理し，検鏡し

た．１試料数 g を細かく砕き，200 ml のビーカーに入れ，

35% の塩酸を試料の 2 倍ほど加え，数分間煮沸する．冷

却後，蒸留水を加え，最低 3 時間後にビーカー底の沈殿

物を流さないように注意しながら上澄み液を捨てる．蒸

中央北海道の厚田産ハクジラ化石の産出年代

第 3図　ハクジラ化石産出地点と周辺地質図
札幌市・アースサイエンス株式会社（2001a）に

基づき作成．

第 4図　南方向に傾斜する盤ノ沢層の露頭（古潭漁港北
隣で嵯峨山撮影）
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留水を加え，よく撹拌した後，残渣の質と量によって適

量の懸濁液を捨てて，さらに蒸留水を加える．この水の

取り替えを酸分が充分希釈されるまで最低 3 回行う．ス

ライド作成は以下の通りである．上澄み液を捨て蒸留水

を加え，粗粒の砕屑物が沈澱した後，ピペットの先端を

懸濁液のなかほどに入れて懸濁液を適量吸い取る．ホッ

トプレート上のカバーガラスの上に吸い取った懸濁液を

移す．懸濁液中の粒子が沈下した 5 ～ 10 分後に粒子の

対流が生じない 50 ～ 60 ℃で乾燥させる．乾燥後，封

入剤（プル－ラックス）を滴下し，封入剤の溶剤がぬけ

て表面が固結するまで室温で 20 分位乾燥させる．スラ

イドガラスをアルコールランプで暖め封入剤の表面が溶

第 6 図　D ～ E ルート（盤ノ沢層～厚田層）の露頭地質図．

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001a）に基づき作成．赤字番号は第 5 図の D ～ E ルート

左横の番号に対応する．

第 5図　地質柱状図と測定・分析結果

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）に基づき岩相の一部を省略して作成．A～ B，D～ Eおよび Fの各ルートの位

置を第 3図に示す．FT：フィッショントラック年代測定用，D：珪藻化石分析用，R：放散虫化石分析用，C：石灰質ナノ化石

分析用．FT年代値および微化石年代値の単位はMa．4-8（盤ノ沢層）と 13-2（厚田層）の位置は原本の柱状図には書かれて

いない．

嵯峨山　積・一島啓人・木村方一
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第 3 表　FT 年代測定値（2）

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）より．

けた後，スライドガラスに張り付ける．生物顕微鏡を使っ

て珪藻殻が 200 個になるまで 10（W）× 100（油浸）

で同定と算定を行った．珪藻殻の含有量が少ない試料に

おいては 200 個の珪藻殻数に達しなかった．望来層の

M8-5 と M3-7 からは保存良好な珪藻殻が多数検出され，

後期中新世の珪藻群集が確認された．また，盤ノ沢層の

0-2 と 4-8 および厚田層の 6-12 からも後期中新世の珪

藻群集が確認された．望来層の M1-5 と厚田層の 13-8

と 11-1 では溶解からまぬがれた珪藻種が検出された．

すべての試料の珪藻群集は海生種のみから構成され，後

期中新世を特徴づける絶滅種を数種含んでいる．いずれ

の試料から Coscinodiscus marginatus と Thalassionema 

nitzschioides が多産した．その他，M8-5 では Nitzschia 

porter i と Thalassiosira nativa，M3-7 で は Rouxia 

californica と Actinoptychus senarius，4-8 と 6-12 で

は Thalassionema hirosakiensis が多く産した．後期中新

世を指示する絶滅種として，Denticulopsis simonsenii，

Goniothecium tenue，Nitzschia pliocena，Nitzschia 

porteri，Nitzschia rolandii，Rouxia. californica，

Thalass ionema h i rosak iens is，Thalass ionema 

schraderi，Thalassiosira antiqua，Thalassiosira 

borealis，Thalassiosira manifesta，Thalassiosira nativa，

Thalassiosira nidulis，Thalassiosira temperei などが特徴

的に認められた（第 4 表）．

　放散虫化石　検討した試料は厚田層 4 個，盤ノ沢層

5 個，望来層 5 個の計 14 個である（第 5 表）．ハクジ

ラ化石付着岩を除いて，全てが石灰質ノジュールであ

る．試料をある程度細かく粉砕した後，5 ～ 10％程度

の塩酸につけ石灰質の基質を溶解し，放散虫化石をはじ

めとする粒子の分離を行った．さらに，放散虫化石の内

部を充填，あるいは表面に付着している粘土等を除去す

るため，5％程度の過酸化水素水を用いて煮沸し，分散

剤であるピロリン酸ナトリウムを加えて，クリーニング

を行った．クリーニング済みの残渣を乾燥させ，スライ

ドグラス上に散布した後に，カナダバルサムを用いて封

入した．各試料における放散虫化石の有無，および化

石の保存状態を光学顕微鏡下で観察した．塔状の放散

虫（Nassellaria）が 16 種（群），球状または平板状の放

第 2表　FT 年代測定値（1）

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）より．

中央北海道の厚田産ハクジラ化石の産出年代
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散虫（Spumellaria）が 24 種（群）の，合計 40 種（群）

が 10 試料から認識された（第 5 表）．全体的に放散虫

の含有量は乏しく，１枚のプレパラートにおける放散虫

化石は数個から数十個にとどまる．また，保存の状態に

よって得られた種数に変動が見られる．すなわち，保存

状態の良好な M8-5 および 13-8 においては，それぞれ

23 種（群）および 28 種（群）が認められたが，保存の

不良な 0-2 および 6-12 からは，それぞれ 3 種および 2

種が認められたに過ぎない．各々の種（群）の産出状況

をみてみると，Lipmanella redondoensis，Cycladophora 

nakasekoi，Actinomma medianum，Lithelius minor，

Stylochlamidium venustum，Stylodictya multispina お

よび Spongodiscus sp. がセクションを通して連続的に産

出している．一方，Stichocorys delmontensis について

は，セクション下部において連続的かつ比較的多量に産

出し，セクシ ョン上部では産出が認められない．その他

の種に関しては散点的産出にとどまり，特徴的な産出傾

向は見られない．

　石灰質ナノ化石　14 試料（厚田層 5 個，盤ノ沢層 4

個，望来層 5 個）について検討を行った（第 1 表）．各

試料から 5 mm 角程度の小片をとり，乳鉢で粉砕した．

その後，蒸留水を用いてスライドグラス上に塗布し，乾

燥後カバーグラスと樹脂を用いて封入しスメアスライド

を作成した．検鏡にあたっては倍率 1000 倍の偏光顕微

鏡を用い，直交ニコルで鑑定を行った．最終的に 6 試

料から石灰質ナノ化石を検出した（第 6 表）．最下位の

第 4表　放散虫化石産出一覧

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）より．

嵯峨山　積・一島啓人・木村方一
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12-20 を除いては石灰質ナノ化石の産出は稀であり，あ

る程度詳細な年代判定ができたのは厚田層下部層準のみ

である．厚田層の 12-20 からは少数ながら Discaoster 

quinqueramus を産出した．盤ノ沢層と望来層の試料か

らはまれにしか産出しなかった．

考　察
1．微化石分析による考察
　以下の考察は，札幌市・アースサイエンス株式会社

（2001a）の内容を引用したものである．

　放散虫化石　本報告では Motoyama（1996）の放散

虫化石帯および本山・丸山（1998）の年代に基づいて，

試料の放散虫化石の年代の議論を進める．

　 分 析 し た 厚 田 層 の 11-1， 盤 ノ 沢 層 の 1-4 お よ び

4-8， 望 来 層 の M8-5，M3-7，M3-3 お よ び M1-5 か

ら Cycladophora nakasekoi の 産 出 が 認 め ら れ る． こ

の種は北西太平洋およびその周辺部に産出が認められ

る も の で，Motoyama（1996） に よ れ ば， 特 に 日 本

海において多量に産出している．本種は 9.9 Ma に出

現しており，その生存期間は Motoyama (1996) によ

る 化 石 帯 の Lychnocanoma magnacornuta 帯 上 部 か ら

Cycladophora cornutoides 帯に相当し，さらに上位の

第 5表　珪藻化石産出一覧

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）より．「晩の沢層」は「盤ノ沢層」

中央北海道の厚田産ハクジラ化石の産出年代
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Lychnocanoma parallelipes 帯では散点的な産出となる．

一 方，Cycladophora cornutoides 帯 は Lychnocanoma 

magnacornuta の 多 産 出 層 準（9.1 Ma） を 下 限 と

し，Lychnocanoma parallelipes の 初 産 出 層 準 （6.8 〜

7.3 Ma）をその上限と定義づけられている．上記の

7 試 料 か ら は，Lychnocanoma magnacornuta お よ び

Lychnocanoma parallelipes の産出は認められないこと

から，これらはすべて Cycladophora cornutoides 帯（9.1

～ 6.8-7.3 Ma）となる．一方，13-8 では北西太平洋域

で Lychnocanoma magnacornuta 帯中上部（9.9 Ma）を

産出上限とする Porodiscus circularis が産出しているも

のの，下位層準より再堆積したものと判断される．従っ

て，本試料も Cycladophora cornutoides 帯と結論づけら

れる． 

　ハクジラ化石は 2-1 と 4-8（柱状図に記載なし；著

者ら）の間から産出している．2-1 からは放散虫化石

が 産 出 し て い な い の で，1-4 と 4-8 の 放 散 虫 化 石 か

ら，若干の年代の考察を試みる．4-8 より下位において

は，Stichocorys delmontensis が連続して（保存不良で

ある 6-12 は考慮に入れない）比較的多産している．一

方，1-4 より上位においては，本種の産出を認めるこ

とができなかった．このことは，4-8 から 1-4 にかけ

て，Stichocorys delmontensis の 連 続 的 多 産 区 間 か ら

散点的な産出の区間に変化することを示している．本

山・丸山（1995）によれば，本種の産出状況が変化す

る層準は，珪藻化石帯のほぼ Denticulopsis katayamae

帯最上部近辺から Thalassionema schraderi 帯下部に相

当 す る．Denticulopsis katayamae 帯 と Thalassionema 

schraderi 帯の境界は約 8.6 Ma とされている．従って放

散虫化石から見る限り，ハクジラ化石の産出した層準は，

Cycladophora cornutoides 帯（9.1 ～ 6.8-7.3 Ma） の 中

部であり，珪藻化石帯における Denticulopsis katayamae

帯と Thalassionema schraderi 帯の境界（8.6 Ma）近傍

と結論づけられる．

　 珪藻化石　 本 山・ 丸 山（1998） や Yanagisawa and 

Akiba（1998） の 珪 藻 帯 区 分 に 基 づ く と， 分 析 試 料

中の珪藻化石は後期中新世であると判断される．C. 

marginatus の多産で特徴づけられる後期中新世の珪藻

帯は Akiba（1980）によって Thalassionema schraderi

帯 と し て 提 唱 さ れ た． 後 期 中 新 世 の 特 徴 種 で あ る

Goniothecium tenue が最上部の 2 試料（M8-5，M3-7）

から検出された．後期中新世の特徴種である Nitzschia 

pliocena の典型的な珪藻殻が同様に最上部の 2 試料で検

出された．後期中新世で多産する Rouxia californica が

検出され，とくに M3-7 では珪藻群集の半分を優先的に

占めた．中－高緯度（亜寒帯）域の後期中新世～前期鮮

新世に限定しての産出が認められている Thalassiosira 

manifesta が全層準にわたって少数ながら検出された．厚

第 6表　石灰質ナノ化石産出一覧

札幌市・アースサイエンス株式会社（2001b）より

嵯峨山　積・一島啓人・木村方一
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田層から望来層にかけて得られた群集は Thalassionema 

schraderi を 含 み Denticulopsis simonsenii の 産 出 頻

度 が 低 い こ と か ら， 全 て Thalassionema schraderi 帯

（8.6 ～ 7.6 Ma）に入ると考えられる．とくに望来層か

ら は Nitzschia pliocena や Thalassiosira temperi な ど

Thalassionema schraderi 帯最上部（7.9 ～ 7.6Ma）に出

現する種が含まれる．盤ノ沢層中のハクジラ化石産出層

準より下位にあたる 4-8（柱状図になし；著者ら）では，

Nitzschia pliocena や Thalassiosira temperi は 産 出 し な

かったものの，Thalassionema schraderi 帯上半部（約 8 

Ma 以降）に出現するとされる Nitzschia rolandii が１個

体ながら確認された．以上の結論として，厚田層・盤ノ

沢層は Thalassionema schraderi 帯（8.6 ～ 7.6 Ma），望

来層は同帯最上部（7.9 ～ 7.6 Ma）と判断することが妥

当と考える．

　石灰質ナノ化石　厚田層の 12-20 からは少数ながら

Discoaster quinqueramus を産出した．CN9 化石帯（8.6-

5.6 Ma）に同定でき，後期中新世後半の年代である．盤

ノ沢層と望来層の試料からは，石灰質ナノ化石がまれに

しか産出せず詳しい年代判定はできない．しかし，これ

らの地層で石灰質ナノ化石が見つかった 3 試料からは共

通して Reticulofenestra pseudoumbilica が産出する．こ

の種の絶滅はCN11化石帯の上限を規定するもので，3.75 

Ma に起こったとされている．したがって，石灰質ナノ

化石から判断すれば盤ノ沢層と望来層は中新世末期から

鮮新世前期の堆積層と判断できる．なお，望来層からの

石灰質ナノ化石産出は報告されていたが，厚田層と盤ノ

沢層からの石灰質ナノ化石産出は今回が初めてである．

しかも，厚田層下部から CN9 化石帯を示す石灰質ナノ

化石群集が発見され，日高地方平取の荷菜層と同じ年代

であることが明らかになったのは意義が大きい．Ujiie et 

al.（1977）は厚田層から望来層の古地磁気層序を Epoch 

6 としているが，特に望来層の下部に Epoch 6a を認識

している．斉藤（1999）によれば，Epoch 6 は CK95・

BKSA95 の古地磁気層序の C3B から C3a 下部，Epoch 

6a は C3B 上部に対比できる．したがって，厚田層から

盤ノ沢層は C3B 下部，望来層の下部は C3B 上部となり，

それに従えば今回扱った試料は約 7.4 〜 6.9 Ma の年代

を示すと推定される．

2．ハクジラ化石の生息年代と地層対比
　FT 年代測定，放散虫，珪藻および石灰質ナノの微化

石年代の結果を第 5 図に示す．厚田層～望来層は，放

散虫化石によれば後期中新世中葉の 9.1 ～ 6.8-7.3 Ma

（Cycladophora cornutoides 帯），珪藻化石によれば同

じく後期中新世中葉の 8.6 ～ 7.6 Ma（Thalassionema 

schraderi 帯）とほぼ調和的な年代値を示す．厚田層か

らは石灰質ナノ化石により後期中新世中葉以降の 8.6 ～

5.6 Ma（CN9 帯）の年代が得られた．解説版では，ハク

ジラ産出層準の年代は Thalassionema schraderi 帯の下

部，およそ 7.6 ～ 8.6 Ma の間とするのが妥当と記述し

ているが，この年代値は Thalassionema schraderi 帯全

体を示す値なので誤っている．一方，原本では，ハクジ

ラ産出層準の年代は Thalassionema schraderi 帯の下部

で，およそ 8~8.6Ma の間としている．

　ハクジラ化石が産出した層準は，厚田層と望来層に挟

まれた盤ノ沢層の中部層準にあたる．札幌市・アース

サイエンス株式会社（2001a）の放散虫化石の検討によ

れば，ハクジラ化石産出層準を境に下位で多く含まれ

た Stichocorys delmontensis が上位で見られなくなるこ

とから，同産出層準は 8.6 Ma と推定している．しかし，

同値は今回確認された珪藻帯（Thalassionema schraderi

帯）と直接下位の Denticulopsis katayamae 帯との境界

の値であり，分析では Denticulopsis katayamae 帯が認

められなかったことからハクジラ化石産出層準が上記の

境界年代とするのは無理と思われる．一方，珪藻化石

ではハクジラ化石産出層準を含む盤ノ沢層～厚田層は

Thalassionema schraderi 帯の下半部（8.6 ～ 7.9 Ma）で，

望来層がThalassionema schraderi 帯の上半部（7.9 ～ 7.6 

Ma）である．すなわち，ハクジラ化石産出層準の約 6.5 

m 上位の盤ノ沢層と望来層の境界が 7.9 Ma である．

第 7表　5万分の 1地質図幅「厚田」と「月形」の後期中新世の地層対比

中央北海道の厚田産ハクジラ化石の産出年代
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　FT 年代は原本と説明版では大きく異なる値を示す．望

来層では同じ M8-1 について前者では 7.9 ± 0.5 Ma で

後者では 6.5 ± 0.2 Ma で，1.3 Ma も異なる．ハクジラ

化石産出層準の約 15 m 下位の厚田層上部の 6-9 で 7.3

± 0.6 Ma，更に約 2.5 m 下位の 7-5 で 8.7 ± 1.5 Ma を

示し，両者間では約 1.4 Ma の差を示す．上記のハクジ

ラ化石産出層準の年代（8.1 ～ 8.6 Ma 間）を考慮すると

原本の 8.7 ± 1.5 Ma（7-5）はやや古い値で，解説版の

FT 年代値は微化石分析の結果と比べてやや若い値であ

る．

　FT 年代値や微化石分析による年代値にばらつきはあ

るものの，珪藻分析の結果からハクジラ化石産出層準の

約 6.5 m 上位が 7.9 Ma と推定され，同産出層準は 8 Ma

前後と考える．本値は，札幌市の豊平川流域で発見され

たサッポロカイギュウの産出年代（約 8.2 Ma：札幌市，

2007）よりいくらか若い．

　ハクジラ化石を産した盤ノ沢層は「厚田」図幅の東隣

の「月形」図幅（垣見・植村，1958）にも分布しており，

同層を一番川層に対比している（第 7 表）．和田・秋山

（1990）もこの考えを踏襲しており，高野ほか（1995，

1996）や岡村・高野（2010）も同様な地層対比を行っ

ているものの，年代決定の根拠は記述されていない．盤

ノ沢層の地質年代は前者の 2 論文では 10.6 ～ 9 Ma，後

者では 10.6 ～ 8.2 Ma と読み取れ，これらの年代値は本

論の盤ノ沢層は約 8 Ma とした結論とは一致しない．一

方，嵯峨山（1989）は一番川層の直接上位に累重する

晩生内層の珪藻分析を行い，同層は Coscinodiscus yabei

帯～ Denticulopsis dimorpha 帯に相当し，地質年代は約

12 ～ 10 Ma としている．垣見・植村（1958）は晩生内

層の基底部は一番川層に相当するとしており，これに従

えば一番川層の上限は最も若くても約 12 Ma と推定され

る．以上から，盤ノ沢層と一番川層の地質年代は大きく

異なっており，両層は対比できないと考える．

おわりに
　北海道の新第三系の地質年代はいまだ不明な点が多

く，今後も精力的な研究が必要であり，札幌市近郊の新

第三系についても同様である．今回の報告書の測定・分

析結果は貴重なデータであるにも関わらず，北海道の地

質を網羅した日本地方地質誌「北海道地方」の当該域（岡

村・高野，2010）でも引用されていない．本論が大型

海生哺乳類化石と北海道の新第三系の研究の一助になれ

ば幸いである．小論を故古沢 仁博士に捧げます．

謝辞　本論の査読は匿名氏により行われ，貴重な指摘を

いただきました．札幌市博物館活動センターの山崎真実

氏と田中嘉寛氏，アースサイエンス株式会社の加藤孝幸

氏から報告書や情報の提供など様々なご協力をいただき

ました．島根大学の大平寛人氏からフィッショントラッ

ク年代測定についてご教示いただきました．記して感謝

申しあげます． 
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中央北海道の厚田産ハクジラ化石の産出年代

An alleged albireonid fossil dolphin found in 1995 derived from the upper Miocene Bannosawa 

Formation near the town of the Kotan, Atsuta, Ishikari City, Hokkaido, Japan. We scrutinized the 

fission track data, radioralians, diatoms, and calcareous nannoplanktons used for dating the deposits 

of Bannosawa Formation yielding the fossil dolphin and the overlying Mourai Foramtion and the 

underlying Atsuta Formation as well because analyses conducted before showed two different results 

for the age. Based mainly on diatoms, we drew a conclusion that the strata producing the fossil 

dolphin was around 8 Ma. Diatom fossil zones show the Bannosawa Formation is not correlative with, 

and younger than, the Ichibangawa Formation distributed in the Tsukigata area.

Abstract
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